
 

 

平成１７年８月２９日 

  東   北   大   学 

 

 宮城県県政記者会報道 各位 

 

青葉山新キャンパス整備事業について 

－青葉山新 キャンパス整備方針、土 地利用計 画 (案)の決定 － 

 

  東 北 大 学 は、平 成 ６年 ９月 に、総 合 大 学 としての機 能 を十 分 に発 揮 し得 る教 育 研

究環境の実現を目指すため、片平及び雨宮地区の青葉山新キャンパス（現青葉山県

有地）への移転を決定し、新キャンパス整備の実現に向けて様々な準 備を進めてきま

した。 

 創立１００周年を平成１９年度に迎える本学が、次の１００年へ向けて大きく踏み出す

とともに、国 際 競 争 力 を持 った世 界 最 高 水 準 の総 合 大 学 として一 層 の飛 躍 と発 展 を

遂げていくため、今般、「新キャンパス構想 （平成１６年１月２０日 策 定 ）」に基づく「青葉山新キ

ャンパス整 備 方 針 」及 び「青 葉 山 新 キャンパス土 地 利 用 計 画 (案 )」を決 定 し、青 葉 山

新キャンパス整備事業を推進することとしました。 

 今後は、現在実施している環境影響評価の手続きを進めるとともに、上記両案に基

づき、来 年 の夏 までを目 途 に新 キャンパスの基 本 計 画 、基 本 設 計 の更 なる具 体 化 を

図り、平成１９年度には事業着手する計画です。 

 本 学 は「指 導 的 人 材 の養 成 」の実 現 や「研 究 中 心 大 学 」及 び「世 界 と地 域 に開 かれ

た大学」としての発展を目指し、今後とも宮城県、仙台市及び市民の皆さんのご理解・

ご協力を得ながら、本事業を推進してまいる所存です。 

 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ 

    国立大学法人東北大学基盤推進総主幹付キャンパス移転事業室  

丸山、栗原まで 

電 話：022(217)5032 
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青葉山新キャンパス整備方針

１．新たな整備手法の導入

(1) 区分整備

① 第１区分 : 跡地を財源とした移転整備

② 第２区分 : 国費や外部資金による充実整備

(2) 用地の取得

・ 青葉山県有地（約82ha）は平成18年度までに取得。

(3) 財源とする跡地

① 雨宮キャンパス ［面 積 ： 約９．３ ］ha
② 片平キャンパスの一部 ［面 積 ： 約５．５ ］ha
③ その他の用地

２．整備対象部局

(1) 第１区分

農学研究科・農学部、電気通信研究所 ［原則として現有建物面積 ： 約42,000㎡］

(2) 第２区分

農学研究科・農学部、電気通信研究所、情報科学研究科、環境科学研究科、

国際文化研究科、流体科学研究所、東北アジア研究センター、

本部事務機構の一部（教育研究支援機能）、研究推進・知的財産本部

※ 下線は不足分の整備

※現時点において、想定される最短のスケジュールであり、各種手続きの進捗状況等によって見直しが必要となる。

 移転・跡地処分

 新キャンパス整備

 整備スケジュール
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 新キャンパス構想・計画
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環境アセス・基本計画・
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青葉山駅

宮城教育大学
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サイエンスパーク
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スポーツフィールド等

縮尺 1/6,000

平成17年 5月30日
(副学長　萩原久和)青葉山新キャンパス土地利用計画(案)
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東北大学新キャンパス構想
― ―Triangle Vision

‐片平アーバンキャンパス‐‐青葉山・川内グリーンキャンパス‐

青葉山新キャンパスを含む青葉山・川内キャンパ

スでは、研究科等の大半が集積することでもたらさ

れるシナジー効果により「新たな学問領域の創出」

やサイエンスパークの整備などの「産学官連携の強

化による地域産業への貢献」に取り組みます。

また、「杜の都」仙台のシンボル青葉山に位置す

るキャンパスとして、自然環境の保全を十分考慮し

た「環境調和型キャンパス」を目指します。

仙台都心に位置する片平キャンパスは、利便性を

活かして法科大学院等のエクステンション教育を展

開するとともに、市民交流の場としてもより広く公

開していきます。

また、東北大学発祥の地としてのアイデンティテ

ィを受け継ぎ、物質・材料関係分野の国際研究拠点

を構築します。

21世紀医療の革新を目指す中核
的拠点として充実を図ります。

‐星陵メディカルキャンパス‐


